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恒
例
の
銷
夏
パ
ー
テ
ィ
を
７
月　

日
に
開
催
し
ま

１１

し
た
。
会
員
、
講
師
と
も
多
数
の
ご
参
加
を
賜
り
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
谷
口
正
次
氏
、
後
藤
謙
次
氏
の
ミ
ニ
ス
ピ
ー

チ
は
５
分
の
持
ち
時
間
で
は
足
り
ず
、
聞
い
た
方
々
か
ら
本
講

演
を
催
促
さ
れ
る
濃
厚
な
内
容
で
し
た
。
今
夏
も
お
願
い
し
た

渡
辺
克
也
氏
の
オ
ー
ボ
エ
は
い
つ
に
も
増
し
て
力
が
入
り
、
今

か
ら
来
年
の
再
演
が
待
ち
遠
し
い
心
に
残
る
演
奏
で
し
た
。

　

さ
て
８
月
の
講
演
会
は
、
長
め
の
夏
休
み
を
い
た
だ
き
、
月

末　

日
の
星
浩
氏
（
朝
日
新
聞
オ
ピ
ニ
オ
ン
編
集
長
・
論
説
主

３１
幹
代
理
）
か
ら
再
開
で
す
。
続
く
９
月
第
１
回
は
７
日
に
石
弘

光
氏
（
一
橋
大
学
名
誉
教
授
）
を
お
招
き
し
ま
す
。

　

新
会
員
を
紹
介
し
ま
す
。
安
間
孝
信
・
葵
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ

ン
代
表
取
締
役
、
大
荒
利
之
・
栃
木
交
通
バ
ス
会
長
、
望
月
兼

雄
・
宗
教
法
人
善
性
寺
代
表
役
員
。 

（
塚
田　
紀
史
）

　

経
済
倶
楽
部
便
り
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中
部
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今
や
講
演
会
ブ
ー
ム
だ
と
言
わ
れ
ま
す
。
背
景
に

は
、
講
演
会
の
利
便
性
が
あ
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
１
冊
程
度
の

本
の
エ
ッ
セ
ン
ス
が
１
時
間
超
で
わ
か
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

た
だ
、
講
演
会
に
は
主
催
者
と
し
て
感
じ
る
難
し
さ
も
あ
り
ま

す
。
そ
れ
は
聞
き
た
い
テ
ー
マ
と
最
適
な
講
演
者
の
タ
イ
ミ
ン

グ
を
合
わ
せ
る
こ
と
や
講
演
自
体
の
成
功
・
不
成
功
で
す
。
最

初
の
点
は
努
力
と
偶
然
に
左
右
さ
れ
ま
す
が
、
二
つ
目
の
点
は

講
演
の
参
加
者
数
や
講
演
後
の
参
加
者
の
評
価
と
い
っ
た
基
準

が
あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
今
年
前
半
、
中
部
経
済
倶
楽
部
で

は　

回
の
講
演
を
行
い
ま
し
た
が
、
こ
の
う
ち
参
加
者
数
が
最

１７
も
多
か
っ
た
の
は
浜
矩
子
氏
の
講
演
で
し
た
。
講
演
は
「
政
治

的
論
理
か
ら
始
ま
っ
た
ユ
ー
ロ
は
必
ず
消
滅
す
る
」
と
い
っ
た

内
容
の
も
の
で
し
た
が
、
講
演
後
の
パ
ー
テ
ィ
で
も
、
浜
氏
を

質
問
攻
め
す
る
参
加
者
が
多
か
っ
た
の
を
見
る
と
、
内
容
も
評

価
さ
れ
た
よ
う
で
す
。
８
月
は
本
来
、
休
会
月
で
す
が
、
今
年

は
特
別
版
と
し
て
読
売
巨
人
軍
元
球
団
代
表
の
清
武
英
利
氏
を

予
定
し
て
い
ま
す
。 

（
日
暮 
良
一
）

１７０


